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台風12号災害支援
～大塔に広がる支援の輪～
平成23年度社協会費について
高齢者調査の結果報告
地域福祉活動計画とはⅡ

この広報誌は赤い羽根共同募金助成金・福祉基金・
善意の日募金配分金の一部を使用して作成してい
ます。



広がる様々な活動

　

五
條
市
大
塔
地
域
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
台
風
12
号
災
害
は
、
９
月
４
日

の
発
生
か
ら
３
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
間
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
は
、

集
落
の
孤
立
、
避
難
所
で
の
生
活
、
仮
設

住
宅
へ
の
移
転
な
ど
、
日
々
状
況
が
変
わ

る
な
か
、
自
宅
に
帰
れ
な
い
不
安
と
不
便

な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
條
市
社
協
で
は
、
避
難
指
示
に
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
が

困
難
な
状
況
の
な
か
、
街
頭
募
金
活
動
、

避
難
所
支
援
や
避
難
指
示
地
域
以
外
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
整
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
仮
設
住
宅
へ
の
支
援
や
大
塔

町
の
地
域
支
援
な
ど
、
活
動
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
五
條
市
内
外
か
ら
も
「
被
災
地

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
」
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
が
様
々
な
支
援
活
動
を
展
開
し
、

助
け
あ
い
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、
大
塔
町

復
興
に
向
け
て
の
歩
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
よ
う
な
中
か
ら
一
部
を
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広がる様々な活動

仮設住宅への支援始まる
　10月末日から始まりました避難されていた方々の
仮設住宅（岡口の旧五條高校跡、大塔町阪本）への
転居にあわせ、社協では軽トラック２台を借り上げ
て避難所（ロッジ星のくに）に２週間配置し、活用
いただきました。また、一人暮らしの高齢者など、
転居を一人で行うことが困難な方の荷物運びを手伝
いました。
　さらに、佐賀県の高校や個人の方からご寄付いた
だいた雑巾350枚を、声掛けをしながら一軒一軒訪
ねて配布しました。

技術を活かしてボランティア

　台風12号災害により、泥で汚れたり、水で変色し
てしまった写真を、生駒市の写真家（三田崇博さん）
が修復活動を行いました。東日本大震災の被災地で
活動経験があり、今回は地元奈良でも活動をしたい
とパソコンやスキャナーを使った写真修復を行い、
貴重な写真とともに思い出がよみがえりました。
　また、理容師による散髪や司法書士による法律相
談など、様々な方が技術や知識を活かしたボラン
ティア活動を行っています。

いち早く炊き出しボランティア

　災害発生から5日後、炊き出しボランティアは五
條市の赤十字奉仕団、更生保護女性会、婦人会の手
により、いち早く活動を開始しました。
　毎日、昼ごはんと晩ごはんの2食分。多い時には
200人分を超える炊き出しを献立や材料準備など、
すべて一から考えて行い、2週間にわたって避難所
や孤立地域で暮らす被災者の方々に手作りの食事を
届けました。

2　社協だより『ふれあい』　99号「社協」は、社会福祉協議会の略称です。



大塔へ届けたい! !

支援活動はこれからも続く

社協のホームページを開設！！

五條市社会福祉協議会

大塔へ届けたい! !

支援活動はこれからも続く

社協のホームページを開設！！

本や果物を避難所へ
　避難所生活では娯楽が少なかったり、生鮮食品が
なかったりと、日常生活とは違い様々な不自由さが
あります。
　そこで、そんな生活を少しでも改善できればと社協
からは募集して集めた本・雑誌・DVD などを、大淀
町の果樹組合からは新鮮な梨50箱が届けられました。

義援金街頭募金活動
　９月17・18日（土・日）社協職員がスーパーの店
舗前など市内４カ所で、募金を呼びかけました。当
日は大塔のためになるならと多くの方たちに義援金
(306,699円 ) をいただきました。
　義援金は五條市を通じ、被害に遭われた方たちに
届けられます。
　このほかにも、義援金募金活動は市内外を問わず、
多くの団体が活動を展開しています。

　現在、岡口の旧五條高校跡に40世帯、大塔町阪本（天辻地区）に17世帯が生活しておられますが、住みな
れた地域から離れて生活することに多くの不安を抱えておられます。
　そんな新しい地域で暮らす不安を少しでも減らせるよう、五條市社協ではお困りごとを聞くことからはじ
め、地域住民との交流、孤独感の軽減や生きがいづくりなど様々な活動を行っています。

　大塔地区では災害による避難の影響で、住民の方々やお店が少なくなっている地域があり、今までの近隣
の助けあいやつながりが薄れていくのではないかという新たな地域課題があります。
　そこで、今までと同じようにその人らしく暮らせるよう、見守り活動やお困りごと相談の強化などを通じて、
地域のつながりを再構築できるよう支援を継続していきます。

　寄付やボランティア活動など、何か具体的な支援をお考えの方や何か力になりたいという方
がおられましたら、五條市社会福祉協議会までご相談ください。
　ただし、支援先との調整により、ご期待に添えない場合がありますのでご了承ください。

　11月８日、五條市社協のホームページを開設しました。
　ホームページでは、社協の事業はもとより、台風12号災害における支援情報、ボランティア情報
などを掲載しています。
　最新の情報をご確認いただけますので、ぜひご覧ください。

　http://www.shakyo.or.jp/hp/1250/

五條市善意銀行から保育所、小・中学校へ
　日頃より住民の皆さまから、五條市善意銀行にい
ただいているご寄付の一部を払い出し、大塔保育所、
小・中学校の子どもたちへ制服や学校等での生活用
品を寄贈させていただきました。

3 　社協だより『ふれあい』　99号 ふれあいネットワークは、社会福祉協議会の愛称です。



【田園地区社協　ゆうあいサロンの様子】

【ふれあい講座の様子】

実績額

平成２３年度 社協会費へのご協力

◆地域福祉活動のために◆
●個人会費の５０％を地区社会福祉協議会の活動財源として各地区へ助成
●以下の事業を行う地区社会福祉協議会へ
・ふれあい事業（基盤強化・世代間交流・福祉教育等の福祉のまちづくり活動）
・ふれあい・いきいきサロン事業（高齢者や子育て中の親等が気軽につどい、仲

間づくりや健康づくりを目的としたグループ活動）
・小地域ネットワーク活動（福祉委員によるニーズ把握やボランティア協力員に

よる訪問活動）
●在宅福祉サービス（声の広報、ふれあい文通、福祉機器の貸出）の実施
●ふれあい相談（心配ごとや人権、家事・民事、家庭、行政、介護等の総

合相談）の実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

◆福祉教育のために◆
●ふれあい講座（小・中学生が福祉施設での体験を通じて福祉の心を育む

講座）の開催
●福祉教育地域実践事業（住民が地域の一員として共生する大切さや福

祉への理解を深めるための実践プログラム～西吉野ええとこ見つけ隊、
大塔ふくしサマーキャンプ～）の実施　　　　　　　　　　　　など

◆ボランティア活動のために◆
●ボランティアの育成、活動支援、活動保険への加入
●各種ボランティア研修会の開催
●エコキャップ・古切手・ロータスクーポンの各種収集活動の実施　など

会費のつかいみち会費のつかいみち

平成２３年度 社協会費へのご協力
ありがとうございました

会費（年額1口） 会員数 口数 金額
個人会員	 （500円） ９，１２５名 ９，１２５口 ４，５６２，５００円
賛助会員	 （5,000円） ２１団体 ３６口 １８０，０００円
構成団体会員	（5,000円） １２団体 ４１口 ２０５，０００円

合　計 ４，９４７，５００円

（11月15日現在）

社
協
会
員
は
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

・
個
人
会
員
　
　 

五
〇
〇
円

・
賛
助
会
員
　
五
、〇
〇
〇
円

◆
賛
助
会
員
◆

・
金
陽
製
薬
（
株
）

・
光
洋
機
械
工
業
（
株
）

・
五
條
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
五
條
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
西
明
寺　

住
職　

杉
山
環
仁

・
奈
良
県
農
協
五
條
支
店

・
奈
良
県
農
協
北
宇
智
支
店

・
奈
良
県
農
協
野
原
支
店

・
奈
良
県
農
協
南
宇
智
支
店

・
奈
良
県
農
協
西
吉
野
支
店

・（
株
）
エ
ム
・
シ
ー
富
士

・（
株
）
柿
の
葉
す
し
本
舗
た
な
か

・（
株
）
柿
の
葉
ず
し
ヤ
マ
ト

・（
株
）
五
條
モ
ー
タ
ー
ス

・（
株
）
ツ
ボ
イ

・（
株
）
ワ
ー
ス
リ
ビ
ン
グ

・（
社
）
五
條
青
年
会
議
所

・（
福
）
一
会

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
白
寿
荘

・
五
條
市
更
生
保
護
女
性
会

・
五
條
市
歯
科
医
師
会

◆
構
成
団
体
会
員
◆

・
五
條
市
民
生
児
童
委
員
連
合
会

・
五
條
市
遺
族
会

・
五
條
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
五
條
市
地
区
婦
人
会
連
絡
協
議
会

・
五
條
市
赤
十
字
奉
仕
団

・
五
條
市
商
工
会

・
五
條
地
区
保
護
司
会

・
五
條
市
医
師
会

・
五
條
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

・
五
條
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

・
五
條
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

・
五
條
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

（
敬
称
略
・
順
不
同
） （11月15日現在）

4　社協だより『ふれあい』　99号「社協」は、社会福祉協議会の略称です。



高 齢 化 率

地 区 名
ひとりぐらし ねたきり 認知症 高齢者のみの世帯

23年度 22年度 増減 23年度 22年度 増減 23年度 22年度 増減 23年度 22年度 増減

本 町 79 78 1 2 1 1 2 2 0 50 50 0

中 央 46 39 7 2 2 0 0 0 0 17 15 2

五 條 東 52 51 1 3 4 ▲ 1 0 0 0 18 20 ▲ 2

須 恵 岡 口 95 97 ▲ 2 10 13 ▲ 3 2 2 0 84 74 10

新 町 49 49 0 2 5 ▲ 3 4 4 0 28 30 ▲ 2

二 見 140 130 10 5 4 1 1 2 ▲ 1 132 133 ▲ 1

野 原 106 113 ▲ 7 13 15 ▲ 2 14 9 5 117 109 8

宇 智 152 147 5 9 13 ▲ 4 2 1 1 142 143 ▲ 1

牧 野 37 39 ▲ 2 10 8 2 3 4 ▲ 1 43 45 ▲ 2

田 園 32 33 ▲ 1 1 2 ▲ 1 0 0 0 59 59 0

阪 合 部 62 61 1 11 10 1 1 0 1 74 67 7

北 宇 智 68 61 7 5 5 0 3 4 ▲ 1 74 64 10

南 宇 智 51 45 6 6 5 1 1 1 0 41 42 ▲ 1

南 阿 太 20 13 7 4 2 2 3 1 2 8 7 1

大 阿 太 19 16 3 7 5 2 4 1 3 30 29 1

西 吉 野 192 195 ▲ 3 7 7 0 1 2 ▲ 1 135 126 9

大 塔 63 68 ▲ 5 1 2 ▲ 1 1 1 0 47 50 ▲ 3

合 計 1,263 1,235 28 98 103 ▲ 5 42 34 8 1,099 1,063 36

高齢者調査集計　平成23年10月1日現在

単位：ひとりぐらし・ねたきり・認知症（人）　高齢者のみの世帯（世帯）

　

こ
の
調
査
は
、
毎
年
10
月
に
社
会
福
祉
協
議
会
が
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
項
目
は
市
内
の
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
ぐ
ら
し
、
ね
た
き
り
、
認
知

症
、
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
、
そ
の
実
数
を
調
査
し
、

高
齢
者
施
策
の
基
本
資
料
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
結
果
か
ら

　

今
年
度
の
調
査
結
果
は
昨
年
と
比
べ
る
と
、
地
区
に
よ
っ
て
違
い
は
あ

る
も
の
の
全
体
的
に
は
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
五
條
市
の
高
齢
化
率
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
3.6
人
に
１
人
は

高
齢
者
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

内
閣
府
発
行
の
「
高
齢
社
会
白
書
」
に
は
、
生
活
上
の
実
態
が
詳
し
く

わ
か
る
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
に
よ
る
と
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し

の
高
齢
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
ひ
と
り
で
過
ご
す
こ
と
に
は
、
不
安

を
感
じ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
近
所
で

気
軽
に
相
談
で
き
る
相
手
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
声
か
け
な
ど
、「
み

ん
な
が
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
す
す

め
て
い
き
ま
す
。

高齢化率とは
６５歳以上の高齢者が人口に対してどれだけの割合を占めているかという数字で、２１パーセント
を超えると超高齢社会といわれています。

※大塔地区については、一時的に地区外へ避難している方も含まれています。

全　国
２３．１０％

（平成２２年１０月）

奈良県
２３．４４％

（平成２２年１０月）

五條市
２７．８８％

（平成２２年１０月）

２７．９６％
（平成２３年１０月現在）

5 　社協だより『ふれあい』　99号 ふれあいネットワークは、社会福祉協議会の愛称です。



ふれあいネットワーク

ご寄付いただき
ありがとうございました

発行／社会福祉法人五條市社会福祉協議会
〒637-0043　奈良県五條市新町3-3-2

TEL 0747-24-4152
FAX 0747-24-4153

ふれあいネットワーク

地域福祉活動計画
地域でつくる民間計画!! 第２回

　地域福祉活動計画とは、地域福祉を進め
るために住民の皆さま、NPO 法人、ボラ
ンティアや当事者団体がどのように主体的
に関わっていくのかをまとめた民間計画で
す。
　また、同じような名前の計画に行政が主
体となってつくる「地域福祉計画」という
ものがあります。その違いや関わりはどう
いったものなのでしょうか？

地域福祉活動計画 地域福祉計画

策定主体 民間
( 住民・社協等 ) 行政

計画内容

　住民等が、どう
主体的に地域福
祉 に 関 わ り、ど
のような活動を
行っていくのか
を示しています。

　行政が、どの
ように地域福祉
施策を行ってい
くのかを示して
います。

　策定主体が民間と行政という違いはあり
ますが、この2つの計画はお互いに補完・
補強し合い、ともに地域福祉の向上を目的
とする計画となります。

募金実績額　3,482,854円
　本年度も、五條市自治連合会のご協力の
もと、住民の皆さまから募金へのご協力を
いただき、ありがとうございました。
　集められた募金は、善意銀行を通じて配
分し、地区社協や市社協の活動財源として、
世代間交流・見守り活動・福祉教育・福祉
啓発・ボランティア活動など、地域福祉活
動のために使われます。

家族のこと、子育てのこと、介護のこと、
近所とのトラブル、行政に関すること、
人権に関することなど、気軽にご相談く
ださい。

ひとりで悩まずお気軽に
ふれあい

相　談

（敬称略）	 平成２３年８月１６日～平成２３年１１月１５日	（単位：円）

福祉基金
金　額 氏　名 住　所 摘　要

300,000 宗教法人辯天宗 灯籠流しチャリティー
収益金野原西4 ｰ 6 ｰ 25

50,000 櫻 本 旨 代 上之町340 亡母供養のために

善意銀行
金　額 氏　名 住　所 摘　要
8,000 岩 倉 良 子 三在町91 地域福祉のために

25,000 生蓮寺世話人会和讃講 地蔵盆チャリティーバ
ザー収益金二見7 ｰ 4 ｰ 7

雑巾105枚 髙 山 典 子 豊中市中桜塚5 ｰ 17 ｰ 22 ｰ 504 大塔町被災地へ
30,000 本田里和子 西吉野町屋那瀬268 地域福祉のために

103,000 奈良県退職女教師の会　五條支部有志一同

台風12号被害による大塔
町の小・中学校の子ども
達へのお見舞（指定預託）

雑巾240枚 唐津工業高等学校１年生一同 大塔町被災地へ
（仮設住宅）唐津市石志中ノ尾3072

3,482,854 五條市自治連合会 平成23年度「善意の
日」任意預託募金

福祉基金…積み立てられた預金の利子を地域福祉の活動資金として役立てます。
善意銀行…皆さんの善意を災害見舞金など市民の福祉向上に役立てます。

【面接相談】　福祉センター（新町3丁目３－２）
　 実　　 施　　 日　 　 相　　 談　　 員　
月〜金曜日 9時〜17時 相談コーディネーター

火 曜 日 13時〜16時 家 事・民 事 相 談 員
※要予約

水 曜 日 13時〜16時 行 政 相 談 委 員
木 曜 日 13時〜16時 人 権 擁 護 委 員
金 曜 日 13時〜16時 民 生 児 童 委 員

【電話相談】　☎ 24 ｰ 2200
■受付日時　９：００～１７：００(月曜～金曜)
　　　　　　※17時以降と休館日は、留守番電話

こんなことで困っていませんか？

平成23年度 「善意の日」募金へのご協力
ありがとうございました


